〈研究ノート〉アナトリア新石器時代の調理用焼成遺構について by 石田 温美 & ISHlDA Atsumi
























































集磯ピットは基本的にファイア・ピット(五repit) ，クッキング・ピット (cookingpit) ，ロー
















の調理用焼成遺構に関して 1980年代にモリスが 2000年代後半からはアルブカーイ (D.
Albukaai)が体系的な研究を行っている (Mo!ist1985・1989，Albukaai 2012a . 2012b)。
モリスは 1980年代後半までに報告された西アジア新石器時代の焼成遺構の集成を行った
(Molist 1989)。その中で本稿で集磯ピットとした遺構に二つの下位分類を設けている (Molist
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1 :ジャブエル・ホユック東区 NR.7遺構 2:ジャフェル・ホユック 33遺構と 72遺構



































スポット，ファイア・ピット等もある (Hodder2014) 0 1999年までの調査から得られた資料を
基に，セスフォード (C.Cessford)とニアー (J.Near)はチャタル・ホユックの焼成遺構を大きく








住居外が5基，北亙および4040区の住岩内から 38基である(第 i表)。ただし南区の 105










る (Hodder2014 : p.312)。
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チャタル・ホユック東丘の居住期間の後半 つまりメラート (J.Mellaart)の認定した VI層








層の建物 44から 123遺構， 145遺構， 1328遺構の 3基が検出されている。北区では南区に
先行して G層の建物 49内に矩形炉である 1665遺構が現れる。また，前述した方形炉縁付地
上式炉(北区:2075遺構. 2091遺構，南区:2122遺構， 2134遺構， 2614遺構， 2388遺構，
1573遺構)が，半地下式炉が廃れるころに出現する。これらの多くは炉縁によって矩形に区
画された中央部に燃焼帯が向心円状に広がっている (Hodder2013)。
















プナルパシュ (Pmarba~l) (第 4図的
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1 :スペルデ 2:ポンジュックル 3 :チャタル・ホユック 4:プナルパシュ 5 :ジャンハサン
6:ムスラール 7:アシュクル・ホユック 8:テペジク・チフトリク 9 キヨシュク・ホユック
10 :ジャブエル・ホユック 1 :ネヴァル・チョリ 12 :メズラー・テレイラト 13 :アカルチャイ・テペ
14 :チャヨヌ 15 :ハラン・チェミ 16 :サラット・ジャーミー・ヤヌ 17・ハケミウセ
18 :キョルティック・テペ 19 :スマキ・ホユック 20 : J¥ツサンケイフ・ホユック 21 :グシル・ホユック
22 :カラメル 23 :テル・ハルーラ 24 :ジ‘ェルフ・エル・アフマル 25 :ムレイベト






アシュク jレ・ホユック (A~lkh 百öyük) (第4図7)
先土器新石器時代後期前葉とされる第4層においては屋内と屋外両方に焼成遺構が見られ
























1.10 mから 0.80x 0.60 mまでとまちまちだが 基本的に部屋の大きさに比例している。炉
の中には煙道を持つものもある。
住居全体の 30%程度が炉を持ち，その 60% 以上には床下埋葬が認められる (Özba~aran












石の表面は黒く変色している (Bairdet al. 2012 : p.240ぃ Fig.4) 0 
















ジャン・ハサン II(Can Hasan II) (第4図 5)
チャタル・ホユックのオーブンは壁に接し，上部構造の一部を壁禽状構造が担うことが多


















遺構と SB6遺講は屋内に位置し 残りの SB30遺捕と SB34遺構の2基は屋外に位置する。











x 0.65 mから SB5遺構の1.3x 1.0 mまで将がある。 4基のうち 3基が建物 2に位置し，残











チャヨヌ (cayonu) (第4図 14)
先土器新石器時代前期に位置付けられるラウンド・ビルデイング・サブブエイズでは，半























ジャブェル・ホユック (CaferHoy註k) (第4図 10)
13の建築層が確認されており，全て先土器新石器時代後期に属する (Molistand Cauvin 




第 8層から第 5層はジャブェル・ホユック中期に位置づけられる (Molistet al. 1991， Cauvin 
et al. 2011)。第 7層からは屋外から半地下式の円形炉である 84遺構が見つかっている。第 5b
層からは33遺構と 72遺構という 2基の集磯ピットが検出されている (Molist1989) (第2閤2)。






ている (Molist1985)。モリスは 1985年までの発掘調査で発見された第 5層から第 1層の焼
成遺構を 7基紹介し 33遺講のみをファイア・ピット 他の 6基を石焼き炉と分類した。ジャ
ブエル・ホユックの石焼き炉は層位によって大きさと形態にばらつきがある。整った楕円形
の小型のもの(西区孔但.7遺構:0.55 x 0.40m)からいびつな形をした大型のもの(東区 NR.
7遺構:直径約 lm8):第2aJ 1)まであるが，深さは 6--12cmとかなり浅い。またボウル状ピッ
ト(cuve批 creusee)の名の通り関口部が底部より広く炉壁の断面はなだらかに曲線を描く。
これらの集磯ピットはすべて屋外に位置する。
アカルチャイ・テペ (AkarcayTepe) (第4図 14)
先土器新石器時代後半から土器新石器時代にかけて居住され，東区と西区に発掘区が分か
れている (Ozba手aranand Duru 2011)。東区 27V区の第8層からは，屋外から 2基の集機ピッ








(Balkan-Ath et al. 2000) 0 20P区の第 19層ではかなり柔らかい灰の堆積を持つオープン・エ
リアがあり，そこから数基の集機ピットが見つかっている。先行する第20層も同様の堆積














土器新石器時代中期から後期に位置づけられるフェイズ lの 19K区第 l層からは馬蹄形の
炉が検出されている。西側に関口し 炉壁は日干レンガで作られている。特筆すべきは炉の
北壁と南援に 2基ずつ柱穴らしきものが確認されていることである。
メズラー・テレイラト (Mezraa-Teleilat) (第4図 12)
土器を伴わないフェイズ3Bの21E区と 23G区では集磯どットと考えられる遺構が見つかっ












































第 I期， 2期ともに集磯どツトが 100基以上検出されている(第2図5)。その構造は地面









ハケミ・ウセ (HakemiUse) (第4函 17)
後期新石器時代に年代づけられる 5つの建築層が確認されている (Tekin2011) 0 サラット・
ジャーミー・ヤヌと同じく 基礎石を持たないピゼ盛の矩形住居が主体的である。 2001年と
2002年の調査では，第 l層と第2層において屋内から I基，屋外から 12基の炉が検出された
(Tekin 2005)。これらの炉は円形から篤蹄形を呈し，その毘圏にはムギ類や動物骨を含む灰の
堆積が認められる。 2011年の調査概報に掲載されている平面図からは， 2003年から 2005年




イフ・ホユック (HasankeyfH凸yuk)，グシル・ホユック (OusirHo戸ik)，ネムリク 9(Nemrik 9)， 
ケjレメズ・デレ (QermezDere)など，焼成遺構自体の検出数が少ない遺跡群がある (Kolowski
1989， Watkins et a1. 1989， Kozlowski et al. 1990， Watkins et aI. 1990， Ozkaya et al. 2002， Benz 
et a1. 2010， KaruI2011， Ozkaya et a1. 2011， Miyake et al. 2012)。これらの遺跡では居住区外で
加熱調理が行われていたと推測される。こうした状況は，焼成遺構が数多く見つかっている
向時期のユーフラテス)1中・上流域のカラメル (Qaramel)，ムレイベト (Mureybet)，ジ、エル
ブ・エル・アフマル (Jerfel Ahmar)遺跡とは対照的である (Ibanez2008a . 2008b， Ryszard et 
al. 2012， Stordeur 2015)。
この時期の南東アナトリアでは，チャヨヌやハラン・チェミから炉および火床炉が検出さ















のユーフラテス川流域で平面形態が楕円形の集機ピットが現れる (Balkan嶋Athet aI. 2000， 
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3 チャタルホユック 第 i表参!!自
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B区 洞窟内 炉
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炉 半筒形
5 炭化したをと藤守
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伎f号内 炉 馬蹄形第 12庖
前WI 住居内 オ 短形
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第2Il草 集様ピット 0.55 0.4 -0.12" 
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礁 務i弓形 1.2 0，75 
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1品諜ピ yト
被熱した礁樹木 円形、 0，3 。l 35 
多数
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のチャタル・ホユック ジャン・ハサン IIや後続するジャン・ハサン Iでも同様の焼成遺構






テレイラト，スマキ・ホユックでは，オーブンも屋外に位置するほarulet al. 2002， Ozdogan 
2011 )。ちなみに，土器新石器時代後期のサピ・アピヤドでは，中庭に複数のオーブンが位
置する例がある (Akkermans1996a . 1996b)。このほか，屋外であるが，住居の壁面に取り付
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1) 2007年の発掘報告書で北区 (NorthArea)と報告されていたものも含む (Hodder2007)。
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Fire Installations at Anatolian Neolithic Sites 
ISHlDA， Atsumi 
lt is assumed that 五reinstallations at Anatolian Neolithic sites were main1y used for cooking. Less 
attention has been given to food processing and cooking than food production， which is the main focus 
of research in the Neolithic Western Asia. 
Cooking is not only a human activity but a1so an activity that influences the structure of a 
community. The aim of this paper is to clarifシthechange in social st叩 cturein Neo1ithic Anato1ia by 
analyzing food processing and cooking based on fire installations. First， the fire installations found in 
Centra1 and Southeastern Anatolian Neolithic sites， particu1arly those from Catalhoyuk were c1assified. 
Secondly， analysis was undertaken of the diachronic change of the fire installations considering their 
typology and spatial patterns. 
As a result， itwas possible to determine the different tendencies in spatial patterning of these 
features between Central Anatolia and Southeastern Anatolia. In Central Anatolia， the fire installations 
tended to be located inside the house. In contrast， inSoutheastern Anatolia they tended to be located 
outside the house. This tendency continued after the emergence of ovens， and changes in the type of fire 
installations， that occurred during the Middle Pottery Neolithic. Therefore， itis assumed that changes in 
the way of cooking in the Middle Pottery Neolithic， seen at Catalhoy廿kand in the Tigris Basin， didn't 
affect the spatial pa仕erningin Anatolian Neolithic settlements. 
49 
